
平成２６年度　異物混入に係る相談等の件数（他府県からの依頼を含む）

【表１】今年度相談件数

種類 件数

虫 24

金属 7

プラスチック 7

人毛・獣毛 4

その他 38

合計 80

H27.1末現在

【表２】過去５年間の推移

H21 H22 H23 H24 H25 5年間合計 Av.

異物混入 22 20 20 7 34 103 20.6

※　件数には奈良市を含みます
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異物クレームの実態 東京都福祉保健局食品監視課 分類集計

出典：「異物クレームの実態とその対策」
実践女子大学 西島基弘

（一財）食品分析開発センターホームページより
http://www.mac.or.jp/mail/140501/01.shtml

図1 昭和62年度から平成24年度までの
苦情食品総件数と異物混入食品の
件数

図2 国民生活センターの年度別苦情食品相談件数

※苦情要因が複数ある場合はそれぞれの項目に計上している

表1
平成20年度から平成24年度までの
要因物苦情食品

 相談内容：

菓子類が最も多く、次いで
穀類、調理用食品、魚介
類、飲料

 内容：

虫が最も多く、次いで金属
片などの金属類、毛など
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